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造血幹細胞移植後患者に生じた特発性肺炎症候群に対
する抗TNF薬エタネルセプトによる治療

血液内科 医長 久富　崇 新規 － － －

造血幹細胞移植後の重篤な肺合併症の一つとして特発性肺炎症候群がある。特発
性肺炎症候群は臨床診断名であり、病理学的にinterstitial　pneumoniaまたは
diffuse　alveolar　damageを示すheterogeneousな疾患の集合体である。骨髄破壊
的前処置による前処置を受けた患者に多く3～15％に認め、その致死率は50～
80％と予後不良な疾患である。病態は明らかになっていないが、前処置に伴う肺
の内皮障害に続き、肺のマクロファージやTリンパ球の活性化が関与していると
考えられる。確立した治療法はなく、高容量のステロイドを投与することが多
い。海外で特発性肺炎症候群に対してエタネルセプトが有効であるとの報告があ
る。
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